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平成31年２月25日 

十日町市越後松之山「森の学校」キョロロ 
 
 

 

 

 

豊かな自然環境に恵まれた十日町市と津南町からなる妻有地域の里山ならではの自然

や文化を、市民が主役となり、調査研究、教育普及、実践活動を行った成果を発信する

「つまり市民里山学会」を開催します。 

 

１ 日  時  平成31年３月２日（土） 午後１時30分～４時10分 

 

２ 会  場  十日町情報館 視聴覚ホール 

 

３ 内  容 ※発表者敬称略 

発表１：「雪国の里山の魅力を発信する「小荒戸」冊子作りを通して」 

早川知子（風土研究室） 

発表２：「もっともっと、ジョーモンを身近に！-今と縄文時代をつなぐ-」 

阿部美記子、阿部智美、井口保二、太田久夫、大渕力、金子和宏、桾沢春奈

小菅ちひろ、小林優香、高木富子、滝沢青葉、塚越聡、内藤秀気、庭野剛幸

増川洋子、松田志保、皆川直樹 (伊乎乃
い お の

の里・縄文サポートクラブ) 

発表３：「まつのやま基地｣はじめます～松之山暮らしをたのしむための 

コミュニティスペースづくり～」 

佐藤美保子、河原竜馬、竹内密浩、田之岡志保、横山仁志、米澤健一 

（まつのやま基地） 

発表４：「変わりゆく身近な自然～バイカモを例に～」 

涌井泰二（津南町自然に親しむ会） 

発表５：「十日町市におけるモツゴ属魚類３集団の年齢構成」 

水落麻友、高橋健一、大島詩音、上村侑加、金子栞乃、松山凌大、馬場吉弘 

(十日町高校生物部) 

 

４ 添付資料 

第11回つまり市民里山学会チラシ 

 

第 11回つまり市民里山学会の開催について 

十日町市 

■お問合せ先  

 十日町市立里山科学館 越後松之山「森の学校」キョロロ 

 担当：小林誠（学芸員） ☎025-595-8311 



主催＆お問い合わせ：十日町市立里山科学館 越後松之山「森の学校」キョロロ　Tel：025 - 595 - 8311

タイムスケジュール

　13：30　開会
　13：40-14：00　発表①
　14：00-14：20　発表②
　14：20-14：40　発表③
　14：40-15：10　質疑応答 &休憩
　15：10-15：30　発表④
　15：30-15：50　発表⑤
　15：50-16：00　質疑応答
　16：10　閉会
　  会終了後に簡単な懇親会を予定。

涌井泰二（津南町自然に親しむ会）

発表④発表④ 発表⑤発表⑤

もっともっと、ジョーモンを身近に！
- 今と縄文時代をつなぐ -

もっともっと、ジョーモンを身近に！
- 今と縄文時代をつなぐ -

阿部美記子、阿部智美、井口保二、太田久夫、大渕力、
金子和宏、桾沢春奈、小菅ちひろ、小林優香、高木富子、
滝沢青葉、塚越聡、内藤秀気、庭野剛幸、増川洋子、
松田志保、皆川直樹 ( 伊乎乃の里・縄文サポートクラブ )

発表②発表②
「まつのやま基地｣はじめます
～松之山暮らしを楽しむための

コミュニティスペースづくり～
佐藤美保子、河原竜馬、竹内密浩、田之岡
志保、横山仁志、米澤健一（まつのやま基地）

発表③発表③
雪国の里山の魅力を発信する
「小荒戸」冊子作りを通して

早川知子（風土研究室）

発表①発表①

第 11回

参加費
無料

つまり市民里山学会
豊かな自然環境に恵まれた十日町市と津南町からなる妻

有（つまり）地域の里山。市民里山学会は、この地域な

らではの自然や文化に関して、市民の皆さんが主役とな

って調査研究、教育・普及、実践活動を行った成果を発

信する「市民が主役」の発表会です。

十日町市におけるモツゴ属
魚類３集団の年齢構成

変わりゆく身近な自然　
　　　～バイカモを例に～

水落麻友、高橋健一、大島詩音、上村侑加、金子栞乃、
松山凌大、馬場吉弘 ( 十日町高校生物部 )

里山の自然や文化の魅力を知り・伝える、私たちの活動

2019 年

3 2/ （土）
会場：十日町情報館 視聴覚ホール


